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短　　
歌

俳　　
句

■
絆
な
る
言
葉
空
し
や
瓦
礫
処
理

　

ど
こ
か
が
す
る
と
皆
横
を
向
く

　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

本　

橋
村　

正
之

■
御
佛
の
み
む
ね
に
い
だ
か
れ
め
い
ど
へ
と

　

参
る
日
近
く
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　

早　

尾　

橋
本
ヨ
シ
エ

■
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
新
時
代

　

地
球
ま
る
ご
と
幸
福
あ
れ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　

下
高
塚　

竹
中　
　

力

■
桜
花
に
酔
ひ
人
に
も
酔
ひ
て
つ
つ
が
な
し

　

こ
こ
が
一
会
の
花
浄
土

　
　
　
　
　
　
　
　

桜
ヶ
丘　

宮
﨑
敬
四
郎

 
人
生
色
々

吉
本　

橋
村　

正
之

親
よ
り
年
上
娘
の
婿
が

お
と
う
さ
ん
と
は
言
い
難
く
か
ろ
う

言
わ
れ
る
方
も
尻
こ
そ
ば
ゆ
い

バ
ツ
が
悪
い
は
お
互
い
様
よ

惚
れ
た
ら
押
し
て
押
し
ま
く
れ

昔
は
そ
れ
が
通
用
し
た
が

今
は
非
難
の
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

訴
え
ら
れ
て
警
察
沙
汰
に

親
に
似
も
せ
ぬ
美
人
の
娘

ど
こ
で
ど
う
し
て
間
違
え
ら
れ
た

神
様
だ
っ
て
偶
に
は
ミ
ス
る

ま
し
て
人
間
失
敗
有
る
さ

若
し
か
し
た
ら
と
多
く
の
人
が

宝
く
じ
を
ば
お
求
め
な
さ
る

八
つ
の
等
級
い
ず
れ
に
な
る
か

持
っ
て
生
ま
れ
た
そ
の
人
の
運

 

同
期
の
桜

北
鹿
野　

早
川　
　

博

貴
様
と
俺
と
は　

同
期
の
桜

同
じ
小
学
校
の　

庭
に
咲
く

血
肉
分
け
た
る　

仲
で
は
な
い
が

な
ぜ
か
気
が
会
う　

友
達
な
ん
だ

私
と
あ
な
た
は　

同
窓
の
桜

同
じ
桜
の　

枝
に
咲
く

離
れ
ば
な
れ
に　

暮
し
て
い
て
も

何
日
も
気
の
会
う　

友
達
な
の
よ

俺
と
あ
な
た
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同
級
の
桜

同
じ
学
舎
の　

庭
に
咲
く

仲
良
く
遊
ん
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あ
の
頃
を

思
い
出
し
ま
す　

懐
か
し
く

俺
達
皆
ん
な
は　

戦
後
の
桜

平
和
を
願
い　

咲
い
た
花

咲
い
た
花
な
ら　

人
世
の
為
に

見
事
散
り
ま
し
ょ　

国
の
為

■
樹
種
を
替
え
忙
し
く
移
る
目
白
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

北
野
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末
秋

■
初
市
の
サ
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苗
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咲
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上
高
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ゆ
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■
衣
更
着
や
華
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の
典
の　
　

と

　
　
　
　
　
　
　
　

吉　
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髙
橋　

澄
子

■
紅
梅
の
花
び
ら
散
り
て
風
を
舞
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　

南
鹿
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尾
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京
子

■
日
だ
ま
り
を
一
人
じ
め
し
て
梅
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　

西
野
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崎
ス
エ
ノ

■
水
温
む
ポ
ケ
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の
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栄
子

■
春
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梅
笑
う
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鹿
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博

■
流
し
雛
人
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に
追
い
か
け
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町　
　
　

香
山
菊
童
子

　

投
稿
い
た
だ
き
ま
す
作
品
は
、
短
歌
・
俳

句
そ
れ
ぞ
れ
一
句
と
し
ま
す
。
必
要
な
場
合

は
、
ル
ビ
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
確
認
の
た
め
お
電
話
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

４
月
よ
り
担
当
課
が
総
務
課
と
な
り
ま
す
。

【
投
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９
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地
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４
２
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務
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広
報
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■
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茶
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葉
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纏
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■
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ご
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ス
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■
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鹿
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■
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に
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新
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西
野
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崎
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■
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遊
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も
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■
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■
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は
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の

　
　
　
　
　
　
　
　

下
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力

■
桜
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れ
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桜
ヶ
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■
み
ち
の
く
に
鎮
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鐘
梅
真
白

　
　
　
　
　
　
　
　

桜
ヶ
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吉
田　

照
子

■
枝
垂
梅
た
た
ず
む
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ど
に
気
品
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

町　
　
　

田
中　

澄
子

■
し
の
の
め
の
地
震
に
黙
す
る
戻
り
寒

　
　
　
　
　
　
　
　

桜
ヶ
丘　

宮
﨑
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み
ほ
と
け

は　

な

よ

え

ま
い

と　

き

お
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み

な　

い

し
だ
れ

ま

も
く

全国・九州大会出場選手を紹介します

第 34 回 全九州高等学校新人ラグビーフットボール大会　2 月 17 ～ 22 日：鹿児島県 薩摩郡
所　属 氏　名 地区名 種　目

熊本西高校 1 年 橋本　法史 下　宮 ラグビー
熊本西高校 1 年 遠山　　優 笹　尾 ラグビー

熊本工業高校 1 年 鳥居　大暉 桜ヶ丘 ラグビー
熊本工業高校 1 年 村上　和好 桜ヶ丘 ラグビー
熊本工業高校 1 年 元田　翔太 下　宮 ラグビー
熊本工業高校 1 年 山元　康平 早　尾 ラグビー
熊本工業高校 2 年 今田　由美 島　地 ラグビー（マネージャー）

▲左から中村拓海くん、黒木一帆くん

　3 月 16 日、役場庁議室において、藤本町長より出場選手へ激励費が手渡され、各選手が大会へ向けて「県
の代表として頑張ってきます。」など抱負を述べました。
　出場選手、大会などについては以下のとおりです。

第 23 回 全国高等学校選抜ボート大会　3 月 22 ～ 25 日：静岡県 浜松市
所　属 氏　名 地区名 種　目

八代南高校 1 年 坂本　聡佳 若　洲 女子舵つきクォドルプル

ユースフットサルトーナメント 2012 大会　3 月 24 ～ 25 日：愛知県 名古屋市
所　属 氏　名 地区名 種　目

CABEZA KUMAMOTO
（八代東高校 1 年） 黒木　一帆 若　洲 フットサル

第 35 回 全国高等学校ハンドボール選抜大会　3 月 24 ～ 30 日：岩手県 花巻市
所　属 氏　名 地区名 種　目

熊本国府高校 2 年 星田　拓実 東上宮 男子ハンドボール

第 31 回 全国高等学校空手道選抜大会　3 月 26 ～ 28 日：岡山県 岡山市
所　属 氏　名 地区名 種　目

文徳高校 2 年 中村　拓海 鹿　島 空手 男子団体組手

第 13 回 全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会　3 月 30 ～ 4 月 7 日：埼玉県 熊谷市
所　属 氏　名 地区名 種　目

熊本西高校 1 年 橋本　法史 下　宮 ラグビー
熊本西高校 1 年 遠山　　優 笹　尾 ラグビー


